脚本・シナリオ・ワードテンプレート

日本語・縦書きバージョン
日付

草稿のバージョン等

作者名：株式会社ディアースタジオ
脚本協会登録番号等

住所
電話番号

電子メールアドレス等
「脚本のタイトル」・登場人物表

山田太郎（３５）
一家の主
山田花子（３２）
太郎の嫁

山田太郎子（９）
山田家の一人娘

斉藤タカシ（２５）
○○商事のマーケティングに勤める社員

加藤スグル（４２）
○○商事のマーケティングに勤めるタカシの上司

人物の名前（年齢）
タブキーを押して、ここに人物の簡単な説明

人物の名前は
ここ１ページに収まるようにする

このテンプレートの使い方

インターネットでシナリオに関するテンプレートがあまりにも少なかったので、ここで作ってみました。

基本的に、マイクロソフトワードの画面左上部分にある「スタイル」という機能を使っています。普段は「標準」とは「見出し１」とか書いてある部分に、脚本・シナリオで使う書式を登録しました

基本的にこのテンプレートはそこを選ぶだけで、シナリオに必要なほとんどの書式を選ぶ事が出来るようにしました。

ちなみに、ページ番号は本編の部分から入れて、この表紙・登場人物・あらすじのページには入れないのですが、ワードの機能制限か、私の勉強不足のために入っています。

しかし、シナリオの本編からページ番号が「１」になるように設定しています。
「脚本のタイトル」・慷概・あらすじ

慷概（こうがい）とはあらすじのことです。コンテスト等に応募するときに必要ですが、普通の脚本にはあまり必要ありません。なのでここのページは削除してもらっても構わないでしょう。

ただ制作会社によっては時間がないところがありますので、あらすじを載せておくと時間短縮になる場合もあります。

基本的に８００文字程度に収めて下さい。
1. 山田家の家・午後７時・内（「内」や「外」を使います）

　
上の行が「柱」もしくは「シーン」です。整理しやすいようにシーン番号があり、場所・時間そして場所が室内なのか室外なのかを書きます。これは撮影のスケジュールを決めるのにあとで重要になってきます。ワードの左上のスタイルの「柱・シーン」を選択して下さい。

　
そして、ここはト書きと呼ばれる部分です。

　
使い方）ワードの左上のところで、「ト書き・アクション」を選択。スペースを押して、キーボードのタブ（Tab）キーを押して下さい。スペースを最初に押さなければ行けないのは、ワードの機能制限のためです。そうすると体裁が整い、このような形になります。
　
人物の行動・状況・心理などを書きます。しかし心理状態等の描写は極力避けましょう。

　
いくら心理描写をここに書いても、それは完全に役者さんの腕に掛かっています。ので、極力、音や映像等で分かる部分、心理描写でも客観的な描写飲みにしましょう。例えば「顔をしかめる」などの動作に現れる部分に限定しましょう。
　
初めて登場する人物はフルネームで書き、 その下にかっこ（ ）で年齢を記載。 

　
それ以降の名前は簡略化します。 

　
イメージするカットごとに改行して書きます。 

　
句読点は一般的な振り方で、 ト書きの最後には「。」を付けます。
　
例）家の中には山田太郎（３５）と山田花子（３２）がならんで座っている。

　
山田太郎子（９）が２階の部屋から台所に小走りで入って来て花子に言った。

2. 台詞の書き方
太郎子
「ここは、台詞のスタイルです。名前を８文字ぐらいのスペースで用意させてもらっています。名前を入力したら、タブ（Tab）キーを押して、このようにカギ括弧をいれてセリフを入力指定下さい。」

例）太郎子
「おかあさん、おなかすいた」
太郎
「なに、慌てているんだ、はしたない！　もっとおしとやかにあるきなさい。」（というふうに「！」や「？」マークを入れる時は、その後にスペースを入れます）

太郎子
「はあーい（ゆっくりとイスに腰掛ける）でも、お腹空いたんだもん。」（という風に、台詞の途中にある動作や表情は（）を入れます）

3. 略記号の使い方・台詞

　
台詞の時の特殊な記号です

　
（Ｎ）：ナレーション

　
ナレーションです感情を込めないでやり方です。人物の名前の後に（Ｎ）と入れます

　
（Ｍ）：モノローグ

　
登場人物が感情を込めて

　
例）登場人物がナレーションをする場合

太郎（N）
「これが私の家族である。ささやかであるものの平和な日々を送っている」

　
例）普通にナレーションが入る場合

ナレーター（N）
「これが太郎家 である。ささやかであるものの平和な日々を送っている」

　
例）モノローグ

花子（M）
「あーあ、私の旦那、もうちょっと親としての威厳は無いのかしら。」

4. 略記号の使い方・ト書き部分

　
ここでト書きに入れる特殊記号の紹介です。

　
これらの記号は空白をあけずに罫線のすぐ近くに書きます

Ｍ：音楽の名前
音楽

ＳＥ：説明
効果音

Ｔ：内容
字幕やタイトル

（ＢＧＭ）曲名
バックグランドミュージック、音楽との違いは、オープニングテーマとかエンディング等、実際の物語の中ではなくて雰囲気を盛り上げるために使うのが音楽、登場人物には聞こえておらず観客のみ。BGMは、例えばカフェのシーンでカフェというお店で実際にかかっている音楽。登場人物も聞こえているのがBGM。しかし例外として、例えばバンドやコンサートシーンだとすると、音楽がメインになるので、BGMとは言えないので、「Ｍ」としてもよし・・・。

　
ｘ　　　　　 ｘ 　　　　　 ｘ


これは時間の経過をあらわす記号です

例：）

Ｍ：アコースティックギター調の音楽

ＳＥ：遠くに電車が通る音

5. 編集やカメラワークに関する特殊記号

　

脚本家にも、ある程度、映画の雰囲気が分かるようにこういった編集やカメラワークを指示出来ます。ただ、この仕事は監督さんやカメラマンさんの仕事の部分でもあるので、脚本家としては極力最小限におさめ、監督さんやカメラマンさんに任せましょう。

（Ｆ・Ｉ）
編集：フェードイン

（Ｆ・Ｏ）
編集：フェードアウト、ここで「（Ｆ・Ｏ）白」と入れて白画面にフェードして行く等と付け加えても良い。

（Ｃ・Ｉ）
編集：カットイン（フェード等の効果なし）

（Ｃ・Ｏ）
編集：カットアウト（効果なしでシーン展開、黒画面に映る等）

（Ｃ・Ｔ）
編集：カット・トゥー（効果なしで瞬時に次のシーンに移る）

（Ｏ・Ｌ）
編集：オーバーラップ

（Ｚ・Ｉ）
カメラ：ズームイン

（Ｚ・Ｏ）
カメラ：ズームアウト

（Ｐ・Ｔ）
カメラ：パン・トゥー（カメラのパン）例「（Ｐ・Ｔ）花子」（花子にカメラを向ける）

（Ｆｒ・Ｉ）
カメラ：フレームイン、人物や物が画面に入る。

（Ｆｒ・Ｏ）
カメラ：フレームアウト、人物や物が画面から出る

（Ｃ）
カメラワーク。例えば「（Ｃ）ドリーイン」など

（終わり）
見ての通り、終わりです。

　
＊さて、次のページには、つたないサンプルの脚本を作ってみました。参考にして下さい

6. ○○商事・マーケティング部・夕方・内

（Ｆ・Ｉ）

　
オフィスには大きめの窓がある。外暗くなりかけ、ネオンのサインのライトがつき始めている。オフィスにはほとんど人がいない。

（Ｚ・Ｉ）

（ＢＧＭ）ヘッドフォンからテンポの速いロックが音漏れをしている

　
斉藤タカシ（２５）がアップルのデスクトップパソコンの前に座っている。

　
紺色のジャケットが無造作にタカシの椅子の背もたれに掛かっている。

　
画面にはAdobe Illustratorが立ち上げられ「とんこつ激辛ラーメン新商品」というキャッチコピーとともに、真っ赤なカップラーメンのパッケージが映し出されている。

タカシ
「もう、また残業かよ〜！　これで３日連続だよ」

 
加藤スグル（４２）がエレベーターの方から歩いて来る　。黒く薄いストライプがかかったスーツを着ている。

　
タカシはそれに気がつかず、懸命にパソコンに向かっている。

スグル
「おい、順調にやってるか〜」

　
タカシは返事をしない

スグル
「おーい。聞け〜」

　
スグルがタカシの肩を叩く

タカシ
「ん？　（のけぞる）ああ〜！　（ヘッドフォンを外す）びっくしりした〜。部長、おつかれさまです。」

スグル
「ああ。それでな、会議がちょっともめててな、おそらくパッケージのデザインが変更になるかもしれん。」

タカシ
「えー、まじっすか。」

スグル
「ああ、悪いんだがな、またやり直しだ」

　
タカシは文句と憎悪の目を隠しきれてない。

スグル
「分かってるって。だから、今日は帰るぞ。（出口に歩き出すが振り返る）お、そうだ、久しぶりに飲むぞ。俺のおごりだ」

タカシ
「（元気な口調）えっ、まじっすか？」

　
タカシは急いで立ち上がり、パソコンの電源スイッチを片手で押し、イスの背もたれからジャケットをもう片手で同時に取り、走り出しながらパソコンの隣にあったカバンを持つ。

（Ｃ・Ｔ）

7. ○○商事・外の歩道・夕方・外

　
外の歩道の人の風景。

Ｍ：テーマソング

Ｔ：タイトル「スーパー千隊激辛マン」

　
オープニング。

（Ｆ・Ｏ）白

8. フードバーミッション・夜8時・中

（Ｆ・Ｉ）

（ＢＧＭ）フュージョンジャズ

　
スグルとタカシがカウンターに腰掛けている。バーテンダー古川総一郎（２９）が二人にジントニックとスクリュードライバーを渡す。

タカシ
「部長、ありがとうございます」

スグル
「３杯までだからな。あとは知らんぞ」

タカシ
「わかってますって、部長。そろそろ、このサンプルの脚本を書くのが面倒くさくなって来たので、この辺で終わりにしますし」

スグル
「そうか」

総一郎
「（振り返って）あれ、俺の出番、なしですか？　」

スグル
「今、一言言ったから良いじゃないか〜」

（Ｆ・Ｏ）

（終わり）
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作者名「脚本のタイトル」＊ここの部分をダブルクリックして変更

